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私
の
軍
隊
体
験
記 

茨
城
県 

 

酒 

井 

武 

雄 
 
 

 

名
峰
、
筑
波
山
と
関
東
の
清
水
寺
と
し
て
知
ら
れ
る
峰

寺
山
に
囲
ま
れ
た
柿
岡
盆
地
で
、
農
家
を
営
ん
で
い
た
父

酒
井
定
、
母
や
す
の
長
男
と
し
て
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）

年
四
月
三
日
（
神
武
天
皇
祭
）
に
生
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

に
ち
な
ん
で
「
武
雄
」
と
命
名
し
た
と
い
う
。 

親
た
ち
は
、
も
う
三
日
早
く
生
れ
れ
ば
、
一
年
早
く
入

学
で
き
る
の
に
と
思
い
、
当
時
は
現
在
の
よ
う
に
出
生
届

は
厳
格
で
な
か
っ
た
か
ら
、
三
月
三
十
日
生
れ
と
し
て
届

け
出
た
。 

我
が
家
で
は
水
稲
、
養
蚕
を
主
と
す
る
農
業
を
し
て
い

た
。
父
が
養
蚕
組
合
の
組
合
長
の
と
き
繭
の
販
売
先
が
倒

産
し
て
し
ま
っ
た
。
米
、
大
麦
、
小
麦
は
母
任
せ
で
、
父

は
繭
代
金
の
清
算
交
渉
に
か
か
り
き
り
だ
っ
た
が
交
渉
は

難
航
し
父
は
心
身
共
に
疲
れ
果
て
て
い
た
。 

小
学
校
の
高
等
科
の
卒
業
も
間
近
に
な
り
、
石
岡
農
学

校
に
進
学
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
我
が
家
の
現
状
で

は
と
て
も
無
理
だ
と
あ
き
ら
め
た
。
そ
し
て
柿
岡
の
補
修

学
校
に
入
っ
た
。
間
も
な
く
農
業
青
年
学
校
と
名
称
が
変

っ
た
。
二
年
間
の
勉
強
も
終
わ
り
、
卒
業
式
に
は｢

農
業
実

習
優
良
賞｣

を
受
賞
し
た
。 

昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
秋
、
父
が
直
腸
が
ん
に
か

か
り
治
療
の
甲
斐
無
く
翌
年
一
月
一
日
に
亡
く
な
っ
た
。

四
十
二
歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
。
祖
父
母
、
母
、
私
、
姉
、

妹
三
人
弟
一
人
の
九
人
が
残
さ
れ
た
。
葬
式
は
皇
紀
二
六

大 

陸
（
満 

州
）
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〇
〇
年
の
一
月
三
日
で
し
た
。 

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
大
東
亜
戦
争
が
勃
発
し
て

か
ら
半
年
後
、
徴
兵
検
査
で
私
は
甲
種
合
格
と
な
っ
た
。

そ
し
て
昭
和
十
八
年
二
月
一
日
、
福
島
県
郡
山
市
の
東
部

第
六
十
六
部
隊
に
入
営
と
の
通
知
を
受
け
た
。
入
営
の
た

め
出
発
す
る
日
は
早
朝
か
ら
親
類
、
友
人
た
ち
多
数
が
集

っ
て
く
れ
た
。 

前
夜
の
降
雪
で
見
渡
す
限
り
銀
世
界
の
な
か
、
見
送
り

の
人
た
ち
に
入
営
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
。
祖
父
母
と
女
、

子
供
を
残
し
て
入
営
す
る
私
の
気
持
ち
を
述
べ
、
留
守
中

の
こ
と
を
特
に
お
願
い
し
た
。
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
愛

馬
も
、
半
年
後
に
は
軍
馬
と
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
愛
馬
に
乗
っ
て
雪
の
道
を
出
発
し
た
。
常
磐
線
、
水

郡
線
と
乗
り
継
い
で
、
福
島
県
郡
山
市
の
旅
館
に
宿
泊
す

る
。
そ
の
晩
、
部
隊
か
ら
曹
長
殿
が
来
て
、
入
営
に
つ
い

て
の
細
か
い
説
明
が
あ
っ
た
。
昭
和
十
八
年
二
月
一
日
、

東
部
第
六
十
六
部
隊
の
営
門
を
く
ぐ
り
、
晴
れ
て
帝
国
陸

軍
軍
人
と
な
る
。 

郡
山
は
寒
か
っ
た
。
隣
の
県
な
の
だ
が
、
こ
ん
な
に
寒

い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。「
ど
っ
ぽ
」
と
よ
く
言
わ
れ
た
が
、

何
の
こ
と
か
分
ら
な
か
っ
た
。
私
た
ち
の
教
育
班
長
、
白

岩
軍
曹
に
こ
の
こ
と
を
尋
ね
る
と
、
我
々
の
部
隊
は
満
州

国
熱
河
省
承
徳
の
第
九
独
立
守
備
歩
兵
第
十
三
大
隊
で
あ

っ
た
。
こ
れ
を
略
し
て
「
独
歩
」
と
呼
ん
で
い
た
の
だ
。 

熱
河
省
は
毛
沢
東
の
率
い
る
共
産
第
八
路
軍
の
拠
点
で
、

我
が
部
隊
は
交
戦
中
の
た
め
に
、
基
礎
教
育
を
内
地
で
学

ん
で
か
ら
渡
満
す
る
の
で
あ
っ
た
。
教
官
は
山
本
中
尉
、

助
教
は
青
木
軍
曹
、
白
岩
軍
曹
、
安
部
伍
長
で
あ
っ
た
。

青
年
学
校
で
基
礎
教
練
は
で
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
が
、

軍
隊
と
な
れ
ば
厳
し
さ
も
ま
た
格
別
だ
。
一
カ
月
余
り
厳

し
い
教
育
を
受
け
、
三
月
十
日
の
陸
軍
記
念
日
に
は
、
部

隊
の
演
習
に
参
加
す
る
。 

郡
山
で
の
教
育
も
終
わ
り
渡
満
の
た
め
部
隊
を
出
発
し

た
。
列
車
は
一
路
南
下
し
、
下
関
に
着
く
。
関
釜
連
絡
船

に
乗
っ
た
と
き
は
、
海
も
静
か
で
気
持
ち
よ
か
っ
た
が
、

沖
に
出
る
と
波
は
荒
く
な
り
船
内
を
歩
く
こ
と
も
で
き
な

い
。
生
れ
て
初
め
て
の
船
旅
は
、
船
酔
い
で
食
欲
は
全
然

な
い
。
船
酔
い
し
な
い
戦
友
は
笑
い
な
が
ら
、
こ
ん
な
に
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う
ま
い
食
事
を
食
べ
な
い
な
ん
て
、
も
っ
た
い
な
い
な
あ

と
話
し
て
い
る
。
や
っ
と
釜
山
港
に
近
付
い
た
こ
ろ
は
船

酔
い
も
治
ま
り
、
気
分
も
よ
く
な
っ
た
。 

列
車
に
乗
り
車
窓
か
ら
見
る
朝
鮮
の
景
色
は
珍
し
く
、

建
物
も
服
装
も
海
一
つ
越
え
る
と
こ
ん
な
に
違
う
も
の
か

と
思
っ
た
。
朝
鮮
を
縦
断
し
満
州
に
入
る
と
、
ま
た
風
景

も
違
っ
た
。
な
ん
と
な
く
遠
く
に
来
た
の
だ
な
と
感
じ
る
。

七
日
間
の
旅
も
終
わ
り
承
徳
に
着
い
た
。 

こ
こ
は
留
守
部
隊
で
大
隊
本
部
と
第
一
中
隊
は
興
隆
に
、

我
が
第
二
中
隊
は
北
支
河
北
省
馬バ

蘭ラ
ン

峪コ
ク

に
駐
屯
し
て
い
る

の
だ
。
第
三
中
隊
は
六
撲
子

リ
ュ
ウ
ボ
ウ
ズ

、
第
四
中
隊
は
芽
山

マ
ウ
ザ
ン

に
分
駐

し
、
地
区
の
治
安
に
努
め
た
。 

承
徳
に
着
い
た
翌
日
、
古
兵
が
洗
濯
物
を
持
っ
て
き
た
。

軍
服
上
下
、
略
帽
、
防
寒
頭
巾
（
頭
に
か
ぶ
る
も
の
）
襦

袢
、
袴
下
、
見
る
と
血
の
り
が
ベ
ッ
ト
リ
と
付
い
た
も
の

だ
っ
た
。
戦
地
で
あ
る
こ
と
は
自
覚
し
て
い
た
が
、
い
ま

目
の
前
に
戦
死
さ
れ
た
先
輩
が
着
用
し
て
い
た
被
服
を
手

に
し
て
、
感
無
量
で
あ
っ
た
。 

翌
日
は
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら
れ
大
隊
本
部
の
あ
る
興
隆

に
到
着
、
こ
こ
で
一
日
休
養
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
中
隊
所

在
地
ま
で
は
完
全
武
装
で
途
中
、
野
営
（
野
宿
）
を
し
な

が
ら
行
軍
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小
銃
、
軽
機
、
擲
弾
筒
、

重
機
関
銃
、
歩
兵
砲
と
五
班
に
分
け
ら
れ
る
。
私
は
重
機

関
銃
だ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
武
器
を
携
帯
し
た
が
重
機
関

銃
は
こ
の
時
な
か
っ
た
の
で
小
銃
を
持
っ
た
。 

行
軍
途
中
に
中
村
勇
雄
君
は
軽
機
関
銃
を
担
い
で
い
た

が
、
と
て
も
苦
し
そ
う
だ
っ
た
。
「
軽
機
関
銃
、
代
わ
っ
て

や
ろ
う
か
」「
す
ま
な
い
な
」
と
疲
れ
た
顔
で
軽
機
関
銃
を

渡
し
た
。「
だ
れ
が
代
わ
っ
て
良
い
と
言
っ
た
。
軽
機
ぐ
ら

い
担
げ
な
く
て
ど
う
す
る
」
小
休
止
の
時
、
軽
機
の
青
木

班
長
か
ら
二
人
と
も
叱
ら
れ
た
。 

中
隊
は
馬
蘭
峪
に
駐
屯
し
て
い
た
が
、
初
年
兵
の
教
育

は
四
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
南
大
村
で
行
わ
れ
た
。
宿
舎
は
城

壁
に
囲
ま
れ
望
楼
と
衛
兵
所
が
あ
る
。
い
よ
い
よ
戦
地
で

の
教
育
が
始
ま
っ
た
。
教
育
助
手
は
橋
本
兵
長
と
鶴
田
上

等
兵
。
こ
こ
で
初
め
て
九
二
式
重
機
関
銃
を
見
る
。 

教
育
の
初
め
は
銃
の
説
明
で
、
兵
長
が
分
解
し
班
長
が

解
説
す
る
。
そ
の
部
品
の
多
さ
に
驚
き
、
用
語
は
初
め
て
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聞
く
も
の
ば
か
り
、
分
解
し
た
後
組
み
立
て
が
で
き
る
だ

ろ
う
か
と
不
安
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
戦
闘
の
演
習
は
、
助

手
が
模
範
を
示
し
初
年
兵
が
順
番
に
行
う
。
各
任
務
は
、

一
番
は
小
隊
長
と
の
連
絡
、
二
番
は
装
填
手
、
三
番
は
予

備
射
手
、
四
番
は
射
手
、
五
番
は
給
弾
手
、
六
番
か
ら
八

番
は
弾
薬
手
で
あ
る
。 

あ
る
日
、
班
長
引
率
で
他
班
の
演
習
を
見
学
し
た
。
ま

ず
軽
機
関
銃
班
、
班
長
の
号
令
は
「
目
標
、
〇
〇
の
重
機

関
銃
」
「
撃
て
」
。
次
に
擲
弾
筒
班
、
こ
こ
も
「
目
標
、
〇

〇
の
重
機
関
銃
」
「
撃
て
」
。
歩
兵
砲
も
小
銃
も
同
じ
で
あ

っ
た
。
「
他
班
の
演
習
を
見
て
、
ど
う
だ
っ
た
。
す
べ
て
の

砲
火
は
、
我
が
重
機
関
銃
を
目
標
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は

な
ぜ
か
、
威
力
が
あ
る
か
ら
だ
。
重
機
を
破
壊
す
れ
ば
戦

闘
が
有
利
に
展
開
す
る
。
だ
か
ら
非
常
に
危
険
が
多
く
、

こ
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
お
け
」。 

そ
の
日
か
ら
特
に
低
姿
勢
が
要
求
さ
れ
指
導
が
厳
し
く

な
っ
た
。「
多
流
汗
、
少
流
血
」
の
説
明
を
受
け
、
演
習
も

よ
り
以
上
に
熱
が
入
っ
た
。
教
育
期
間
中
も
よ
く
討
伐
に

出
た
。
「
第
一
機
関
銃
は
右
の
高
地
、
第
二
機
関
銃
は
左
の

高
地
」
と
小
休
止
の
と
き
中
隊
長
は
必
ず
命
令
を
下
し
た
。

他
の
班
は
そ
の
場
で
休
憩
で
き
る
の
に
、
重
機
関
銃
は
い

つ
も
山
の
頂
上
に
行
か
さ
れ
る
、
部
隊
の
安
全
を
守
る
た

め
に
は
、
や
む
を
得
な
い
の
だ
ろ
う
。
出
発
の
命
令
が
あ

れ
ば
、
山
か
ら
下
り
る
だ
け
余
分
に
な
る
。
戦
友
た
ち
と

「
重
機
関
銃
は
割
り
が
悪
い
な
」
と
語
り
合
っ
た
も
の
だ
。 

夜
間
演
習
が
行
わ
れ
、
私
は
四
番
射
手
で
あ
っ
た
。
班

長
が
小
高
い
丘
に
陣
地
を
選
定
す
る
。
「
十
字
鍬
の
方
向
、

銃
を
据
え
」
「
射
撃
準
備
完
了
」
「
撃
て
！
」
の
命
令
で
射

撃
を
開
始
。
演
習
だ
か
ら
実
弾
で
な
く
空
砲
だ
。
す
る
と

先
方
か
ら
銃
声
が
し
た｢

撃
ち
方
や
め
、
下
が
れ
、
下
が
れ｣

せ
っ
ぱ
詰
っ
た
班
長
の
声
。
あ
ま
り
の
声
に
驚
き
二
番
の

装
填
手
は
何
も
持
た
ず
に
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
二
番
と

四
番
が
協
力
し
て
銃
を
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の

に
…
。
仕
方
な
く
私
は
重
機
関
銃
を
引
き
ず
り
下
ろ
し
た
。

こ
の
状
態
が
何
で
あ
っ
た
の
か
、
私
に
は
分
ら
な
か
っ
た
。

鶴
田
助
手
は
弾
薬
箱
を
撤
去
し
て
き
た
。
夜
間
演
習
は
中

止
と
な
り
部
隊
に
帰
っ
て
か
ら
、
こ
の
状
況
説
明
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
夜
間
演
習
の
こ
と
を
友
軍
の
満
州
国
軍
に
連
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う
ま
い
食
事
を
食
べ
な
い
な
ん
て
、
も
っ
た
い
な
い
な
あ

と
話
し
て
い
る
。
や
っ
と
釜
山
港
に
近
付
い
た
こ
ろ
は
船

酔
い
も
治
ま
り
、
気
分
も
よ
く
な
っ
た
。 

列
車
に
乗
り
車
窓
か
ら
見
る
朝
鮮
の
景
色
は
珍
し
く
、

建
物
も
服
装
も
海
一
つ
越
え
る
と
こ
ん
な
に
違
う
も
の
か

と
思
っ
た
。
朝
鮮
を
縦
断
し
満
州
に
入
る
と
、
ま
た
風
景

も
違
っ
た
。
な
ん
と
な
く
遠
く
に
来
た
の
だ
な
と
感
じ
る
。

七
日
間
の
旅
も
終
わ
り
承
徳
に
着
い
た
。 

こ
こ
は
留
守
部
隊
で
大
隊
本
部
と
第
一
中
隊
は
興
隆
に
、

我
が
第
二
中
隊
は
北
支
河
北
省
馬バ

蘭ラ
ン

峪コ
ク

に
駐
屯
し
て
い
る

の
だ
。
第
三
中
隊
は
六
撲
子

リ
ュ
ウ
ボ
ウ
ズ

、
第
四
中
隊
は
芽
山

マ
ウ
ザ
ン

に
分
駐

し
、
地
区
の
治
安
に
努
め
た
。 

承
徳
に
着
い
た
翌
日
、
古
兵
が
洗
濯
物
を
持
っ
て
き
た
。

軍
服
上
下
、
略
帽
、
防
寒
頭
巾
（
頭
に
か
ぶ
る
も
の
）
襦

袢
、
袴
下
、
見
る
と
血
の
り
が
ベ
ッ
ト
リ
と
付
い
た
も
の

だ
っ
た
。
戦
地
で
あ
る
こ
と
は
自
覚
し
て
い
た
が
、
い
ま

目
の
前
に
戦
死
さ
れ
た
先
輩
が
着
用
し
て
い
た
被
服
を
手

に
し
て
、
感
無
量
で
あ
っ
た
。 

翌
日
は
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら
れ
大
隊
本
部
の
あ
る
興
隆

に
到
着
、
こ
こ
で
一
日
休
養
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
中
隊
所

在
地
ま
で
は
完
全
武
装
で
途
中
、
野
営
（
野
宿
）
を
し
な

が
ら
行
軍
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小
銃
、
軽
機
、
擲
弾
筒
、

重
機
関
銃
、
歩
兵
砲
と
五
班
に
分
け
ら
れ
る
。
私
は
重
機

関
銃
だ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
武
器
を
携
帯
し
た
が
重
機
関

銃
は
こ
の
時
な
か
っ
た
の
で
小
銃
を
持
っ
た
。 

行
軍
途
中
に
中
村
勇
雄
君
は
軽
機
関
銃
を
担
い
で
い
た

が
、
と
て
も
苦
し
そ
う
だ
っ
た
。
「
軽
機
関
銃
、
代
わ
っ
て

や
ろ
う
か
」「
す
ま
な
い
な
」
と
疲
れ
た
顔
で
軽
機
関
銃
を

渡
し
た
。「
だ
れ
が
代
わ
っ
て
良
い
と
言
っ
た
。
軽
機
ぐ
ら

い
担
げ
な
く
て
ど
う
す
る
」
小
休
止
の
時
、
軽
機
の
青
木

班
長
か
ら
二
人
と
も
叱
ら
れ
た
。 

中
隊
は
馬
蘭
峪
に
駐
屯
し
て
い
た
が
、
初
年
兵
の
教
育

は
四
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
南
大
村
で
行
わ
れ
た
。
宿
舎
は
城

壁
に
囲
ま
れ
望
楼
と
衛
兵
所
が
あ
る
。
い
よ
い
よ
戦
地
で

の
教
育
が
始
ま
っ
た
。
教
育
助
手
は
橋
本
兵
長
と
鶴
田
上

等
兵
。
こ
こ
で
初
め
て
九
二
式
重
機
関
銃
を
見
る
。 

教
育
の
初
め
は
銃
の
説
明
で
、
兵
長
が
分
解
し
班
長
が

解
説
す
る
。
そ
の
部
品
の
多
さ
に
驚
き
、
用
語
は
初
め
て
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聞
く
も
の
ば
か
り
、
分
解
し
た
後
組
み
立
て
が
で
き
る
だ

ろ
う
か
と
不
安
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
戦
闘
の
演
習
は
、
助

手
が
模
範
を
示
し
初
年
兵
が
順
番
に
行
う
。
各
任
務
は
、

一
番
は
小
隊
長
と
の
連
絡
、
二
番
は
装
填
手
、
三
番
は
予

備
射
手
、
四
番
は
射
手
、
五
番
は
給
弾
手
、
六
番
か
ら
八

番
は
弾
薬
手
で
あ
る
。 

あ
る
日
、
班
長
引
率
で
他
班
の
演
習
を
見
学
し
た
。
ま

ず
軽
機
関
銃
班
、
班
長
の
号
令
は
「
目
標
、
〇
〇
の
重
機

関
銃
」
「
撃
て
」
。
次
に
擲
弾
筒
班
、
こ
こ
も
「
目
標
、
〇

〇
の
重
機
関
銃
」
「
撃
て
」
。
歩
兵
砲
も
小
銃
も
同
じ
で
あ

っ
た
。
「
他
班
の
演
習
を
見
て
、
ど
う
だ
っ
た
。
す
べ
て
の

砲
火
は
、
我
が
重
機
関
銃
を
目
標
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は

な
ぜ
か
、
威
力
が
あ
る
か
ら
だ
。
重
機
を
破
壊
す
れ
ば
戦

闘
が
有
利
に
展
開
す
る
。
だ
か
ら
非
常
に
危
険
が
多
く
、

こ
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
お
け
」。 

そ
の
日
か
ら
特
に
低
姿
勢
が
要
求
さ
れ
指
導
が
厳
し
く

な
っ
た
。「
多
流
汗
、
少
流
血
」
の
説
明
を
受
け
、
演
習
も

よ
り
以
上
に
熱
が
入
っ
た
。
教
育
期
間
中
も
よ
く
討
伐
に

出
た
。
「
第
一
機
関
銃
は
右
の
高
地
、
第
二
機
関
銃
は
左
の

高
地
」
と
小
休
止
の
と
き
中
隊
長
は
必
ず
命
令
を
下
し
た
。

他
の
班
は
そ
の
場
で
休
憩
で
き
る
の
に
、
重
機
関
銃
は
い

つ
も
山
の
頂
上
に
行
か
さ
れ
る
、
部
隊
の
安
全
を
守
る
た

め
に
は
、
や
む
を
得
な
い
の
だ
ろ
う
。
出
発
の
命
令
が
あ

れ
ば
、
山
か
ら
下
り
る
だ
け
余
分
に
な
る
。
戦
友
た
ち
と

「
重
機
関
銃
は
割
り
が
悪
い
な
」
と
語
り
合
っ
た
も
の
だ
。 

夜
間
演
習
が
行
わ
れ
、
私
は
四
番
射
手
で
あ
っ
た
。
班

長
が
小
高
い
丘
に
陣
地
を
選
定
す
る
。
「
十
字
鍬
の
方
向
、

銃
を
据
え
」
「
射
撃
準
備
完
了
」
「
撃
て
！
」
の
命
令
で
射

撃
を
開
始
。
演
習
だ
か
ら
実
弾
で
な
く
空
砲
だ
。
す
る
と

先
方
か
ら
銃
声
が
し
た｢

撃
ち
方
や
め
、
下
が
れ
、
下
が
れ｣

せ
っ
ぱ
詰
っ
た
班
長
の
声
。
あ
ま
り
の
声
に
驚
き
二
番
の

装
填
手
は
何
も
持
た
ず
に
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
二
番
と

四
番
が
協
力
し
て
銃
を
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の

に
…
。
仕
方
な
く
私
は
重
機
関
銃
を
引
き
ず
り
下
ろ
し
た
。

こ
の
状
態
が
何
で
あ
っ
た
の
か
、
私
に
は
分
ら
な
か
っ
た
。

鶴
田
助
手
は
弾
薬
箱
を
撤
去
し
て
き
た
。
夜
間
演
習
は
中

止
と
な
り
部
隊
に
帰
っ
て
か
ら
、
こ
の
状
況
説
明
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
夜
間
演
習
の
こ
と
を
友
軍
の
満
州
国
軍
に
連



 

274 

絡
を
し
て
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
満
州
国
軍
は
、
我
々
を
八

路
軍
と
思
っ
て
応
戦
し
た
ら
し
い
。 

満
州
国
軍
は
前
方
で
な
く
、
側
方
に
い
た
の
で
非
常
に

危
険
な
状
況
で
あ
っ
た
。
弾
丸
が
ど
ち
ら
か
ら
飛
ん
で
く

る
の
か
、
初
年
兵
に
は
全
然
分
ら
な
い
。
二
番
は
重
機
関

銃
を
、
五
番
は
弾
薬
箱
を
撤
去
す
る
任
務
を
放
棄
し
て
下

山
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。 

演
習
は
終
了
と
な
り
解
散
と
な
っ
た
。
教
育
助
手
は
初

年
兵
を
整
列
さ
せ
る
。
「
貴
様
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
責
任
を
は

た
し
た
か
」
「
…
…
」
「
重
機
関
銃
は
だ
れ
が
撤
去
し
た

か
」
私
は
手
を
あ
げ
た
。
「
弾
薬
箱
は
だ
れ
が
下
げ
た
」
六

番
以
下
が
手
を
あ
げ
る
。 

「
前
列
回
れ
右
、
対
向
び
ん
た
は
じ
め
」
初
年
兵
た
ち

は
手
加
減
し
て
前
に
い
る
戦
友
に
び
ん
た
を
や
る
。
教
育

助
手
は
「
び
ん
た
と
は
、
こ
ん
な
ふ
う
に
や
る
ん
だ
」
と

片
端
か
ら
全
員
を
殴
っ
た
。
そ
れ
か
ら
仕
方
な
く
手
荒
く

殴
り
合
っ
た
。 

熱
河
の
山
岳
を
踏
破
し
て
、
討
伐
に
明
け
暮
れ
た
一
期

の
検
閲
も
や
っ
と
終
わ
っ
た
。
襟
の
星
も
二
つ
に
な
っ
た
。

入
隊
し
た
時
に
「
乗
馬
を
好
む
」
と
記
載
し
た
か
ら
、
第

二
期
の
教
育
は
馬
取
扱
修
業
だ
っ
た
。
場
所
は
熱
河
省
承

徳
、
独
歩
第
十
三
大
隊
の
四
個
中
隊
合
同
の
教
育
で
あ
っ

た
。 乗

馬
は
あ
ぶ
み
を
外
し
て
乗
る
。
初
年
兵
は
よ
く
落
馬

し
た
。
内
務
班
に
は
落
馬
表
が
作
ら
れ
、
落
馬
の
数
だ
け

黒
丸
が
つ
け
ら
れ
る
。
私
は
子
供
の
こ
ろ
か
ら
裸
馬
に
乗

っ
て
い
た
の
で
落
馬
は
な
か
っ
た
。
黒
星
な
し
で
教
育
は

終
了
し
た
。 

乗
馬
演
習
を
し
て
内
務
班
に
帰
る
と
、
タ
バ
コ
、
羊
か

ん
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
配
給
が
あ
っ
た
。
私
は
タ
バ
コ
は
吸

わ
な
い
の
で
甘
味
品
と
交
換
し
て
内
地
の
母
や
妹
に
送
っ

て
あ
げ
た
の
で
六
十
年
も
過
ぎ
た
今
で
も
、
兄
弟
が
集
る

と
、
こ
の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。 

あ
る
日
、
馬
蘭
峪
か
ら
古
兵
た
ち
が
出
て
き
た
。
そ
の

中
の
Ｔ
古
年
兵
（
二
年
以
上
勤
め
て
二
つ
星
の
人
を
呼
ぶ
）

に
呼
び
出
さ
れ
、
兵
舎
の
裏
に
集
め
ら
れ
た
。
「
貴
様
ら
、

た
る
ん
で
い
る
。
気
合
い
を
入
れ
て
や
る
」
と
片
端
か
ら

往
復
び
ん
た
の
連
続
で
あ
っ
た
。
初
年
兵
た
ち
の
顔
が
は
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れ
あ
が
っ
た
。 

Ｔ
は
殴
り
終
わ
る
と
帰
っ
て
行
っ
た
。
我
々
は
な
ぜ
殴

ら
れ
た
の
か
分
か
ら
な
い
。「
お
前
ら
、
そ
の
顔
は
ど
う
し

た
」
内
務
班
に
帰
る
と
柳
沼
兵
長
に
問
わ
れ
た
。
初
年
兵

は
返
事
が
で
き
な
い
。
「
だ
れ
に
や
ら
れ
た
」
「
Ｔ
古
年
兵

殿
に
殴
ら
れ
ま
し
た
」
「
ど
ん
な
悪
い
こ
と
を
し
た
」
「
た

る
ん
で
い
る
か
ら
と
」
。 

「
Ｔ
を
呼
ん
で
こ
い
」
一
人
が
呼
び
に
行
き
、
Ｔ
は
兵

長
の
前
に
立
っ
た
「
Ｔ
，
初
年
兵
を
何
の
理
由
で
殴
っ
た
」

「
…
…
」
「
理
由
も
な
く
殴
っ
た
の
か
」
「
…
…
」
Ｔ
は
無

言
だ
っ
た
。
す
る
と
兵
長
の
鉄
拳
が
飛
ん
だ
。
体
の
大
き

く
な
い
Ｔ
は
、
ふ
っ
飛
ん
だ
。「
起
き
て
こ
い
」
Ｔ
は
直
立

不
動
。
「
初
年
兵
い
じ
め
を
す
る
な
」
と
も
う
一
発
。
「
帰

っ
て
よ
ろ
し
い
」。
初
年
兵
た
ち
は
う
れ
し
か
っ
た
。 

第
二
期
の
教
育
も
終
わ
り
上
等
兵
に
進
級
し
た
。
私
は

鈴
木
残
留
隊
長
の
馬
当
番
と
な
り
朝
夕
、
送
り
迎
え
が
任

務
と
な
っ
た
。
小
さ
な
満
州
馬
に
乗
り
、
隊
長
殿
の
乗
る

日
本
馬
を
引
い
て
官
舎
に
行
く
。
奥
様
か
ら
お
い
し
い
菓

子
を
何
度
も
頂
い
た
こ
と
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
日

常
は
乗
馬
と
馬
の
手
入
れ
、
好
き
な
馬
と
共
に
暮
ら
す
毎

日
が
楽
し
く
、
ま
る
で
天
国
に
い
る
よ
う
な
気
分
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
丸
一
年
が
過
ぎ
た
。 

乗
馬
の
訓
練
を
し
て
内
務
班
に
帰
る
と
全
然
考
え
て
も

い
な
か
っ
た
、
第
一
選
抜
の
兵
長
に
進
級
し
た
こ
と
の
知

ら
せ
で
あ
っ
た
。
同
時
に
進
級
し
た
の
は
中
隊
で
三
人
。

鈴
木
残
留
隊
長
殿
が
私
を
過
大
評
価
し
て
中
隊
長
に
報
告

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
た
。
何
は
と
も
あ
れ
、
う
れ
し
か

っ
た
。
続
い
て
特
別
下
士
官
補
充
要
員
と
し
て
旅
順
の
下

士
官
教
育
隊
に
派
遣
を
命
じ
ら
れ
た
。 

こ
の
こ
ろ
第
九
独
立
守
備
隊
が
第
一
〇
八
師
団
に
編
成

替
え
と
な
り
第
十
三
大
隊
が
第
二
四
〇
連
隊
に
な
っ
た
。

北
満
か
ら
続
々
と
将
兵
、
武
器
、
軍
馬
な
ど
が
転
入
し
、

在
満
居
住
者
の
召
集
も
あ
り
、
ご
っ
た
が
え
し
の
状
況
で

あ
っ
た
。 

同
時
に
教
育
隊
に
派
遣
を
命
じ
ら
れ
た
の
は
重
機
関
銃

の
酒
井
と
河
村
兵
長
と
擲
弾
筒
の
高
橋
兵
長
の
三
人
で
あ

っ
た
。
連
隊
副
官
に
申
告
し
て
副
官
か
ら
訓
辞
を
受
け
汽

車
に
乗
っ
た
。 
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絡
を
し
て
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
満
州
国
軍
は
、
我
々
を
八

路
軍
と
思
っ
て
応
戦
し
た
ら
し
い
。 

満
州
国
軍
は
前
方
で
な
く
、
側
方
に
い
た
の
で
非
常
に

危
険
な
状
況
で
あ
っ
た
。
弾
丸
が
ど
ち
ら
か
ら
飛
ん
で
く

る
の
か
、
初
年
兵
に
は
全
然
分
ら
な
い
。
二
番
は
重
機
関

銃
を
、
五
番
は
弾
薬
箱
を
撤
去
す
る
任
務
を
放
棄
し
て
下

山
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。 

演
習
は
終
了
と
な
り
解
散
と
な
っ
た
。
教
育
助
手
は
初

年
兵
を
整
列
さ
せ
る
。
「
貴
様
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
責
任
を
は

た
し
た
か
」
「
…
…
」
「
重
機
関
銃
は
だ
れ
が
撤
去
し
た

か
」
私
は
手
を
あ
げ
た
。
「
弾
薬
箱
は
だ
れ
が
下
げ
た
」
六

番
以
下
が
手
を
あ
げ
る
。 

「
前
列
回
れ
右
、
対
向
び
ん
た
は
じ
め
」
初
年
兵
た
ち

は
手
加
減
し
て
前
に
い
る
戦
友
に
び
ん
た
を
や
る
。
教
育

助
手
は
「
び
ん
た
と
は
、
こ
ん
な
ふ
う
に
や
る
ん
だ
」
と

片
端
か
ら
全
員
を
殴
っ
た
。
そ
れ
か
ら
仕
方
な
く
手
荒
く

殴
り
合
っ
た
。 

熱
河
の
山
岳
を
踏
破
し
て
、
討
伐
に
明
け
暮
れ
た
一
期

の
検
閲
も
や
っ
と
終
わ
っ
た
。
襟
の
星
も
二
つ
に
な
っ
た
。

入
隊
し
た
時
に
「
乗
馬
を
好
む
」
と
記
載
し
た
か
ら
、
第

二
期
の
教
育
は
馬
取
扱
修
業
だ
っ
た
。
場
所
は
熱
河
省
承

徳
、
独
歩
第
十
三
大
隊
の
四
個
中
隊
合
同
の
教
育
で
あ
っ

た
。 乗

馬
は
あ
ぶ
み
を
外
し
て
乗
る
。
初
年
兵
は
よ
く
落
馬

し
た
。
内
務
班
に
は
落
馬
表
が
作
ら
れ
、
落
馬
の
数
だ
け

黒
丸
が
つ
け
ら
れ
る
。
私
は
子
供
の
こ
ろ
か
ら
裸
馬
に
乗

っ
て
い
た
の
で
落
馬
は
な
か
っ
た
。
黒
星
な
し
で
教
育
は

終
了
し
た
。 

乗
馬
演
習
を
し
て
内
務
班
に
帰
る
と
、
タ
バ
コ
、
羊
か

ん
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
配
給
が
あ
っ
た
。
私
は
タ
バ
コ
は
吸

わ
な
い
の
で
甘
味
品
と
交
換
し
て
内
地
の
母
や
妹
に
送
っ

て
あ
げ
た
の
で
六
十
年
も
過
ぎ
た
今
で
も
、
兄
弟
が
集
る

と
、
こ
の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。 

あ
る
日
、
馬
蘭
峪
か
ら
古
兵
た
ち
が
出
て
き
た
。
そ
の

中
の
Ｔ
古
年
兵
（
二
年
以
上
勤
め
て
二
つ
星
の
人
を
呼
ぶ
）

に
呼
び
出
さ
れ
、
兵
舎
の
裏
に
集
め
ら
れ
た
。
「
貴
様
ら
、

た
る
ん
で
い
る
。
気
合
い
を
入
れ
て
や
る
」
と
片
端
か
ら

往
復
び
ん
た
の
連
続
で
あ
っ
た
。
初
年
兵
た
ち
の
顔
が
は
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れ
あ
が
っ
た
。 

Ｔ
は
殴
り
終
わ
る
と
帰
っ
て
行
っ
た
。
我
々
は
な
ぜ
殴

ら
れ
た
の
か
分
か
ら
な
い
。「
お
前
ら
、
そ
の
顔
は
ど
う
し

た
」
内
務
班
に
帰
る
と
柳
沼
兵
長
に
問
わ
れ
た
。
初
年
兵

は
返
事
が
で
き
な
い
。
「
だ
れ
に
や
ら
れ
た
」
「
Ｔ
古
年
兵

殿
に
殴
ら
れ
ま
し
た
」
「
ど
ん
な
悪
い
こ
と
を
し
た
」
「
た

る
ん
で
い
る
か
ら
と
」
。 

「
Ｔ
を
呼
ん
で
こ
い
」
一
人
が
呼
び
に
行
き
、
Ｔ
は
兵

長
の
前
に
立
っ
た
「
Ｔ
，
初
年
兵
を
何
の
理
由
で
殴
っ
た
」

「
…
…
」
「
理
由
も
な
く
殴
っ
た
の
か
」
「
…
…
」
Ｔ
は
無

言
だ
っ
た
。
す
る
と
兵
長
の
鉄
拳
が
飛
ん
だ
。
体
の
大
き

く
な
い
Ｔ
は
、
ふ
っ
飛
ん
だ
。「
起
き
て
こ
い
」
Ｔ
は
直
立

不
動
。
「
初
年
兵
い
じ
め
を
す
る
な
」
と
も
う
一
発
。
「
帰

っ
て
よ
ろ
し
い
」。
初
年
兵
た
ち
は
う
れ
し
か
っ
た
。 

第
二
期
の
教
育
も
終
わ
り
上
等
兵
に
進
級
し
た
。
私
は

鈴
木
残
留
隊
長
の
馬
当
番
と
な
り
朝
夕
、
送
り
迎
え
が
任

務
と
な
っ
た
。
小
さ
な
満
州
馬
に
乗
り
、
隊
長
殿
の
乗
る

日
本
馬
を
引
い
て
官
舎
に
行
く
。
奥
様
か
ら
お
い
し
い
菓

子
を
何
度
も
頂
い
た
こ
と
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
日

常
は
乗
馬
と
馬
の
手
入
れ
、
好
き
な
馬
と
共
に
暮
ら
す
毎

日
が
楽
し
く
、
ま
る
で
天
国
に
い
る
よ
う
な
気
分
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
丸
一
年
が
過
ぎ
た
。 

乗
馬
の
訓
練
を
し
て
内
務
班
に
帰
る
と
全
然
考
え
て
も

い
な
か
っ
た
、
第
一
選
抜
の
兵
長
に
進
級
し
た
こ
と
の
知

ら
せ
で
あ
っ
た
。
同
時
に
進
級
し
た
の
は
中
隊
で
三
人
。

鈴
木
残
留
隊
長
殿
が
私
を
過
大
評
価
し
て
中
隊
長
に
報
告

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
た
。
何
は
と
も
あ
れ
、
う
れ
し
か

っ
た
。
続
い
て
特
別
下
士
官
補
充
要
員
と
し
て
旅
順
の
下

士
官
教
育
隊
に
派
遣
を
命
じ
ら
れ
た
。 

こ
の
こ
ろ
第
九
独
立
守
備
隊
が
第
一
〇
八
師
団
に
編
成

替
え
と
な
り
第
十
三
大
隊
が
第
二
四
〇
連
隊
に
な
っ
た
。

北
満
か
ら
続
々
と
将
兵
、
武
器
、
軍
馬
な
ど
が
転
入
し
、

在
満
居
住
者
の
召
集
も
あ
り
、
ご
っ
た
が
え
し
の
状
況
で

あ
っ
た
。 

同
時
に
教
育
隊
に
派
遣
を
命
じ
ら
れ
た
の
は
重
機
関
銃

の
酒
井
と
河
村
兵
長
と
擲
弾
筒
の
高
橋
兵
長
の
三
人
で
あ

っ
た
。
連
隊
副
官
に
申
告
し
て
副
官
か
ら
訓
辞
を
受
け
汽

車
に
乗
っ
た
。 
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独
立
守
備
隊
は
満
鉄
の
警
備
が
任
務
だ
っ
た
。
襟
の
マ

ー
ク
は
レ
ー
ル
の
断
面
に
小
銃
を
交
叉
し
た
形
で
、
こ
の

マ
ー
ク
を
付
け
て
い
れ
ば
切
符
な
し
で
乗
る
こ
と
が
で
き

た
。
昨
年
の
渡
満
以
来
、
初
め
て
汽
車
に
乗
っ
た
。 

旅
順
に
着
き
営
門
を
く
ぐ
る
と
、
歴
史
の
あ
る
関
東
軍

の
下
士
官
教
育
隊
の
貫
禄
か
、
思
わ
ず
身
が
引
締
る
。
人

間
改
造
所
と
異
名
あ
る
教
育
隊
は
想
像
以
上
に
厳
し
か
っ

た
。 舎

外
は
三
歩
以
上
は
駆
け
足
、
朝
の
起
床
は
不
寝
番
が

「
起
床
五
分
前
」
と
声
を
か
け
る
。
候
補
者
は
寝
た
ま
ま

手
足
を
動
か
し
起
床
の
声
を
待
つ
。「
起
床
！
」
の
声
と
同

時
に
飛
び
起
き
、
ま
る
で
戦
争
だ
。
点
呼
は
銃
剣
術
の
防

具
を
着
用
し
て
行
わ
れ
、
点
呼
後
は
銃
剣
術
の
練
習
と
な

り
、
裂
ぱ
く
の
気
合
い
が
周
囲
に
響
き
渡
る
。
候
補
者
は

み
な
真
剣
で
、
演
習
の
休
憩
時
間
も
典
範
令
（
教
科
書
）

を
広
げ
、
雑
談
す
る
人
は
一
人
も
い
な
い
。 

あ
る
月
曜
日
、
重
機
関
銃
中
隊
と
歩
兵
砲
中
隊
合
同
で

戦
跡
地
巡
り
が
行
わ
れ
た
。
引
率
者
は
歩
兵
砲
の
教
官
で

あ
っ
た
。
初
め
に
水
師
営
。
日
露
戦
争
で
乃
木
大
将
と
ス

テ
ッ
セ
ル
将
軍
の
会
見
場
。
庭
に
な
つ
め
の
木
が
あ
り
建

物
は
粗
末
な
も
の
だ
っ
た
。 

次
は
東
維
冠
山
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
陣
地
で
乃
木

軍
は
甚
大
な
損
害
を
受
け
た
所
だ
。
地
下
に
横
穴
を
掘
り

敵
陣
地
の
下
で
爆
薬
を
仕
掛
け
導
火
線
の
接
続
に
当
っ
た

一
人
の
工
兵
は
万
が
一
接
続
が
不
具
合
だ
っ
た
ら
と
案
じ
、

線
を
持
っ
た
ま
ま
爆
発
さ
せ
た
そ
う
で
あ
る
。 

望
台
砲
台
は
急
な
山
頂
に
あ
り
教
官
は
山
頂
ま
で
早
駆

け
を
命
じ
た
。
私
た
ち
は
熱
河
の
山
岳
で
鍛
え
ら
れ
て
い

た
の
で
苦
も
な
く
山
頂
に
立
っ
た
。
爾
霊
山
は
ゆ
る
や
か

だ
が
深
さ
一
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
幅
二
メ
ー
ト
ル
の
塹
壕
が

頂
上
ま
で
数
十
段
も
造
ら
れ
て
い
る
。
候
補
者
は
山
す
そ

に
一
列
横
隊
で
並
ば
さ
れ
た
。
「
山
頂
に
向
っ
て
突
撃
！
」

候
補
者
は
塹
壕
に
入
っ
て
は
登
り
、
登
っ
て
は
入
り
、
頂

上
に
向
っ
て
突
進
す
る
。
や
っ
と
突
撃
は
終
わ
っ
た
。
教

官
は｢

こ
の
方
向
の
候
補
者
に
笑
い
顔
が
見
ら
れ
た
。
や
り

直
し｣

候
補
者
は
山
裾
に
戻
さ
れ
る
。
や
り
直
し
は
七
回
も

繰
り
返
さ
れ
、
く
た
く
た
に
疲
れ
た
。 

「
成
功
」
や
っ
と
こ
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
休
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む
間
も
な
く
「
非
常
事
態
発
生
、
速
や
か
に
教
育
隊
に
集

合
せ
よ
。
営
門
で
は
到
着
順
を
記
録
し
て
い
る
」
と
命
令

を
下
し
教
官
は
馬
に
一
む
ち
走
り
去
っ
た
。 

候
補
者
は
十
キ
ロ
余
り
を
全
力
で
走
っ
た
。
く
た
く
た

に
な
っ
て
営
門
を
く
ぐ
る
。
私
の
到
着
順
は
中
ご
ろ
で
あ

っ
た
。
翌
朝
、
起
床
一
時
間
前
の
こ
と
だ
っ
た
。「
非
常
呼

集
、
営
庭
集
合
、
体
操
衣
着
用
」
そ
こ
に
は
昨
日
の
歩
兵

砲
の
教
官
が
待
っ
て
い
た
。
見
る
と
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

丸
太
棒
二
本
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。 

「
た
だ
今
よ
り
歩
兵
砲
中
隊
と
重
機
関
銃
中
隊
の
棒
倒

し
競
技
を
行
う
」「
突
撃
」
の
号
令
で
始
ま
り
重
機
が
勝
っ

た
。「
歩
兵
砲
は
な
に
を
し
と
る
。
も
う
一
回
突
撃
」
ま
た

も
重
機
が
勝
っ
た
。
教
官
の
目
は
吊
り
上
っ
て
い
る
。
「
突

撃
！
」
と
呼
ん
だ
。 

我
々
は
「
手
加
減
し
よ
う
ぜ
」
と
さ
さ
や
き
、
歩
兵
砲

が
勝
っ
た
。
教
官
は
「
今
朝
、
通
常
と
同
じ
に
す
る
と
演

習
に
な
ら
な
い
。
人
間
は
気
の
持
ち
よ
う
だ
。
昨
日
の
疲

れ
を
吹
き
飛
ば
す
必
要
が
あ
っ
た
。
今
朝
の
非
常
呼
集
に

よ
っ
て
、
今
日
の
演
習
は
通
常
ど
お
り
に
で
き
る
。
解
散
」

こ
の
訓
辞
に
は
納
得
し
た
。
確
か
に
通
常
と
同
じ
起
床
だ

っ
た
ら
、
足
、
腰
が
痛
く
て
十
分
な
活
動
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
と
思
っ
た
。
六
十
年
を
過
ぎ
た
現
在
で
も
、
爾
霊
山

の
突
撃
七
回
そ
の
後
、
教
育
隊
ま
で
の
十
キ
ロ
余
り
早
駆

け
、
そ
し
て
翌
朝
起
床
一
時
間
前
の
棒
倒
し
は
、
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
思
い
出
で
あ
る
。 

か
く
し
て
ど
ん
な
苦
痛
に
も
負
け
な
い
。
ど
の
よ
う
な

苦
痛
に
も
耐
え
ら
れ
る
。
止
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
前
進
す

る
こ
と
が
身
に
つ
い
た
。
こ
こ
に
き
て
人
間
が
改
造
さ
れ

た
こ
と
を
自
分
で
も
分
か
っ
た
。 

旅
順
で
の
厳
し
い
教
育
も
終
わ
り
原
隊
に
復
帰
し
、
陸

軍
伍
長
に
任
官
、
教
育
班
長
と
な
っ
た
。
初
年
兵
は
在
満

の
召
集
兵
だ
っ
た
。
中
隊
長
は
召
集
さ
れ
た
幸
田
少
尉
。

温
厚
な
人
で
あ
っ
た
。
関
東
軍
司
令
官
の
命
令
で
私
的
制

裁
が
禁
止
さ
れ
兵
は
弱
く
な
っ
た
。
南
方
方
面
の
戦
況
が

思
わ
し
く
な
く
戦
闘
方
法
も
変
ら
ざ
る
を
得
ず
、
種
々
変

っ
た
対
戦
闘
法
の
修
得
の
た
め
再
び
旅
順
へ
三
カ
月
間
派

遣
さ
れ
、
対
戦
車
戦
法
も
習
得
し
た
。
原
隊
復
帰
し
て
連

隊
の
乙
種
幹
部
候
補
生
教
育
の
助
手
を
命
ぜ
ら
れ
た
。 
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独
立
守
備
隊
は
満
鉄
の
警
備
が
任
務
だ
っ
た
。
襟
の
マ

ー
ク
は
レ
ー
ル
の
断
面
に
小
銃
を
交
叉
し
た
形
で
、
こ
の

マ
ー
ク
を
付
け
て
い
れ
ば
切
符
な
し
で
乗
る
こ
と
が
で
き

た
。
昨
年
の
渡
満
以
来
、
初
め
て
汽
車
に
乗
っ
た
。 

旅
順
に
着
き
営
門
を
く
ぐ
る
と
、
歴
史
の
あ
る
関
東
軍

の
下
士
官
教
育
隊
の
貫
禄
か
、
思
わ
ず
身
が
引
締
る
。
人

間
改
造
所
と
異
名
あ
る
教
育
隊
は
想
像
以
上
に
厳
し
か
っ

た
。 舎

外
は
三
歩
以
上
は
駆
け
足
、
朝
の
起
床
は
不
寝
番
が

「
起
床
五
分
前
」
と
声
を
か
け
る
。
候
補
者
は
寝
た
ま
ま

手
足
を
動
か
し
起
床
の
声
を
待
つ
。「
起
床
！
」
の
声
と
同

時
に
飛
び
起
き
、
ま
る
で
戦
争
だ
。
点
呼
は
銃
剣
術
の
防

具
を
着
用
し
て
行
わ
れ
、
点
呼
後
は
銃
剣
術
の
練
習
と
な

り
、
裂
ぱ
く
の
気
合
い
が
周
囲
に
響
き
渡
る
。
候
補
者
は

み
な
真
剣
で
、
演
習
の
休
憩
時
間
も
典
範
令
（
教
科
書
）

を
広
げ
、
雑
談
す
る
人
は
一
人
も
い
な
い
。 

あ
る
月
曜
日
、
重
機
関
銃
中
隊
と
歩
兵
砲
中
隊
合
同
で

戦
跡
地
巡
り
が
行
わ
れ
た
。
引
率
者
は
歩
兵
砲
の
教
官
で

あ
っ
た
。
初
め
に
水
師
営
。
日
露
戦
争
で
乃
木
大
将
と
ス

テ
ッ
セ
ル
将
軍
の
会
見
場
。
庭
に
な
つ
め
の
木
が
あ
り
建

物
は
粗
末
な
も
の
だ
っ
た
。 

次
は
東
維
冠
山
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
陣
地
で
乃
木

軍
は
甚
大
な
損
害
を
受
け
た
所
だ
。
地
下
に
横
穴
を
掘
り

敵
陣
地
の
下
で
爆
薬
を
仕
掛
け
導
火
線
の
接
続
に
当
っ
た

一
人
の
工
兵
は
万
が
一
接
続
が
不
具
合
だ
っ
た
ら
と
案
じ
、

線
を
持
っ
た
ま
ま
爆
発
さ
せ
た
そ
う
で
あ
る
。 

望
台
砲
台
は
急
な
山
頂
に
あ
り
教
官
は
山
頂
ま
で
早
駆

け
を
命
じ
た
。
私
た
ち
は
熱
河
の
山
岳
で
鍛
え
ら
れ
て
い

た
の
で
苦
も
な
く
山
頂
に
立
っ
た
。
爾
霊
山
は
ゆ
る
や
か

だ
が
深
さ
一
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
幅
二
メ
ー
ト
ル
の
塹
壕
が

頂
上
ま
で
数
十
段
も
造
ら
れ
て
い
る
。
候
補
者
は
山
す
そ

に
一
列
横
隊
で
並
ば
さ
れ
た
。
「
山
頂
に
向
っ
て
突
撃
！
」

候
補
者
は
塹
壕
に
入
っ
て
は
登
り
、
登
っ
て
は
入
り
、
頂

上
に
向
っ
て
突
進
す
る
。
や
っ
と
突
撃
は
終
わ
っ
た
。
教

官
は｢

こ
の
方
向
の
候
補
者
に
笑
い
顔
が
見
ら
れ
た
。
や
り

直
し｣

候
補
者
は
山
裾
に
戻
さ
れ
る
。
や
り
直
し
は
七
回
も

繰
り
返
さ
れ
、
く
た
く
た
に
疲
れ
た
。 

「
成
功
」
や
っ
と
こ
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
休
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む
間
も
な
く
「
非
常
事
態
発
生
、
速
や
か
に
教
育
隊
に
集

合
せ
よ
。
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門
で
は
到
着
順
を
記
録
し
て
い
る
」
と
命
令
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下
し
教
官
は
馬
に
一
む
ち
走
り
去
っ
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兵
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中
隊
と
重
機
関
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棒
倒
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う
」「
突
撃
」
の
号
令
で
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り
重
機
が
勝
っ
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し
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る
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」
ま
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撃
！
」
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呼
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我
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。
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習
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」
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、
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キ
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駆

け
、
そ
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翌
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は
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る

こ
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る
。 
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れ
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す
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改
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れ
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と
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も
分
か
っ
た
。 
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で
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も
終
わ
り
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に
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、
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長
に
任
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、
教
育
班
長
と
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た
。
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年
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は
在
満

の
召
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だ
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た
。
中
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長
は
召
集
さ
れ
た
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田
少
尉
。

温
厚
な
人
で
あ
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た
。
関
東
軍
司
令
官
の
命
令
で
私
的
制

裁
が
禁
止
さ
れ
兵
は
弱
く
な
っ
た
。
南
方
方
面
の
戦
況
が

思
わ
し
く
な
く
戦
闘
方
法
も
変
ら
ざ
る
を
得
ず
、
種
々
変

っ
た
対
戦
闘
法
の
修
得
の
た
め
再
び
旅
順
へ
三
カ
月
間
派

遣
さ
れ
、
対
戦
車
戦
法
も
習
得
し
た
。
原
隊
復
帰
し
て
連

隊
の
乙
種
幹
部
候
補
生
教
育
の
助
手
を
命
ぜ
ら
れ
た
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昭
和
二
十
年
八
月
九
日
、
ソ
連
が
突
然
侵
攻
し
て
き
た
。

教
育
隊
は
司
令
部
の
裏
山
に
陣
地
を
造
り
対
戦
準
備
を
完

了
し
た
。
し
か
し
、
露
兵
出
現
に
も
射
撃
の
命
令
は
な
く

下
山
命
令
で
全
軍
が
営
庭
に
集
合
し
た
。
部
隊
長
は
終
戦

を
語
り
武
装
を
解
除
す
る
こ
と
を
告
げ
た
。 

ソ
連
の
一
方
的
な
侵
攻
と
終
戦
の
勅
語
な
ど
知
る
よ
し

も
な
く
、
命
令
と
は
い
え
納
得
で
き
な
い
気
持
ち
で
あ
っ

た
。
軍
人
の
魂
と
し
て
、
自
分
の
体
よ
り
も
大
切
に
し
日

夜
手
入
れ
し
て
き
た
武
器
は
、
単
な
る
物
と
し
て
す
べ
て

衛
兵
所
の
脇
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
。
進
駐
し
て
き
た
ソ
連

兵
は
少
数
だ
っ
た
の
で
、
夜
に
な
る
と
間
断
な
く
自
動
小

銃
を
空
に
向
か
っ
て
乱
射
し
て
い
る
。
不
安
に
耐
え
ら
れ

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

終
戦
後
は
モ
ン
ゴ
ル
に
抑
留
さ
れ
ズ
ー
ン
ハ
ラ
農
場
に

連
行
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
十
一
月
十
三
日
よ
り
「
燕
麦
」

の
脱
穀
作
業
に
従
事
し
た
。
食
事
は
高
梁
が
ス
プ
ー
ン
に

四
杯
く
ら
い
。
野
菜
を
煮
込
ん
だ
も
の
が
飯
盒
の
蓋
に
八

分
目
だ
け
。
五
十
日
で
三
十
人
が
死
ん
だ
。 

翌
年
夏
ウ
ラ
ン
パ
ー
ト
ル
に
移
さ
れ
道
路
作
業
。
体
温

三
八
度
以
上
で
な
い
と
作
業
休
に
な
れ
な
い
。
二
度
目
の

冬
は
生
き
地
獄
だ
っ
た
。
採
石
場
の
ハ
ッ
パ
の
穴
掘
り
で

一
メ
ー
ト
ル
以
上
深
い
穴
を
吹
雪
の
中
で
や
ら
さ
れ
、
凍

傷
患
者
が
続
出
し
た
。 

夢
で 

〝
石
山
の
堅
い
石
が
黒
パ
ン
に
見
え
た
。
無
尽
蔵

の
黒
パ
ン
を
腹
い
っ
ぱ
い
に
食
べ
た
。
力
が
も
り
も
り
つ

い
た
〟 

と
い
う
夢
を
見
た
。 

春
に
な
り
建
築
現
場
で
二
人
で
丸
太
切
り
を
や
っ
た
。 

昭
和
二
十
二
年
六
月
末
、
足
が
は
れ
て
曲
げ
る
と
痛
い
。

ア
ム
ラ
ル
ト
の
病
院
に
入
院
し
た
が
薬
が
無
い
。
一
カ
月

で
退
院
さ
せ
ら
れ
、
レ
ン
ガ
工
場
に
行
か
さ
れ
た
が
病
状

悪
化
で
再
入
院
。
十
月
帰
国
準
備
で
原
隊
に
戻
る
。
ソ
満

国
境
の
所
持
品
検
査
で
紙
類
は
白
紙
で
あ
っ
て
も
全
部
没

収
さ
れ
た
。 

十
月
三
十
一
日
、
ナ
ホ
ト
カ
着
。
若
い
日
本
人
共
産
党

員
が
人
民
裁
判
を
開
き
日
本
人
将
校
を
槍
玉
に
上
げ
る
。

待
ち
に
待
っ
た
復
員
船
「
英
彦
丸
」
に
乗
船
、
函
館
に
十

一
月
七
日
に
着
い
た
。 

現
金
三
百
円
と
毛
布
の
半
分
頂
く
。
留
守
宅
に
電
報
を
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打
ち
、
帰
途
水
戸
の
県
庁
に
復
員
届
を
出
し
、
な
つ
か
し

の
石
岡
に
帰
る
。 

母
、
妹
に
五
年
振
り
の
再
会
を
果
し
た
が
、
海
軍
通
信

兵
を
志
願
し
た
弟
の
輝
男
の
姿
は
無
か
っ
た
。
昭
和
二
十

年
二
月
十
七
日
、
小
笠
原
古
関
に
お
い
て
潜
水
艦
と
運
命

を
共
に
し
た
と
聞
か
さ
れ
た
。 

 

捕
虜
三
年
の
貴
重
な
体
験 

佐
賀
県 

 

高 

田 

勝 
巳 

 
 

 

早
や
戦
後
六
十
一
年
目
の
冬
が
訪
れ
ま
す
。
冬
を
迎
え

る
夜
に
シ
ベ
リ
ア
で
の
悲
惨
な
思
い
出
が
目
に
浮
び
、
戦

争
の
悲
劇
に
胸
が
痛
み
ま
す
。 

私
は
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
六
月
七
日
、
佐
賀
県
鹿

島
市
大
字
山
浦
の
農
家
の
弟
妹
三
人
の
長
男
と
し
て
生
を

享
け
ま
し
た
。
両
親
を
助
け
、
米
と
麦
の
耕
作
に
従
事
し

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
七
月
七
日
、

支
那
事
変
が
勃
発
し
、
農
村
の
青
壮
年
に
も
赤
紙
の
召
集

令
状
が
き
て
、
働
き
手
が
次
々
と
出
征
し
て
行
き
ま
し
た
。

そ
の
度
に
隣
近
所
の
人
々
は
日
の
丸
の
小
旗
を
持
っ
て
出

征
兵
士
を
送
り
ま
し
た
。
私
も
出
征
兵
士
を
見
る
度
に
早

く
兵
隊
に
な
り
お
国
の
た
め
に
少
し
で
も
役
に
立
ち
た
い

と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。 

昭
和
十
五
年
六
月
中
旬
、
鹿
島
市
の
中
正
閣
で
徴
兵
検
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者
が
続
出
し
た
。 

夢
で 

〝
石
山
の
堅
い
石
が
黒
パ
ン
に
見
え
た
。
無
尽
蔵

の
黒
パ
ン
を
腹
い
っ
ぱ
い
に
食
べ
た
。
力
が
も
り
も
り
つ

い
た
〟 

と
い
う
夢
を
見
た
。 

春
に
な
り
建
築
現
場
で
二
人
で
丸
太
切
り
を
や
っ
た
。 

昭
和
二
十
二
年
六
月
末
、
足
が
は
れ
て
曲
げ
る
と
痛
い
。

ア
ム
ラ
ル
ト
の
病
院
に
入
院
し
た
が
薬
が
無
い
。
一
カ
月

で
退
院
さ
せ
ら
れ
、
レ
ン
ガ
工
場
に
行
か
さ
れ
た
が
病
状

悪
化
で
再
入
院
。
十
月
帰
国
準
備
で
原
隊
に
戻
る
。
ソ
満

国
境
の
所
持
品
検
査
で
紙
類
は
白
紙
で
あ
っ
て
も
全
部
没

収
さ
れ
た
。 

十
月
三
十
一
日
、
ナ
ホ
ト
カ
着
。
若
い
日
本
人
共
産
党

員
が
人
民
裁
判
を
開
き
日
本
人
将
校
を
槍
玉
に
上
げ
る
。

待
ち
に
待
っ
た
復
員
船
「
英
彦
丸
」
に
乗
船
、
函
館
に
十

一
月
七
日
に
着
い
た
。 

現
金
三
百
円
と
毛
布
の
半
分
頂
く
。
留
守
宅
に
電
報
を
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打
ち
、
帰
途
水
戸
の
県
庁
に
復
員
届
を
出
し
、
な
つ
か
し

の
石
岡
に
帰
る
。 

母
、
妹
に
五
年
振
り
の
再
会
を
果
し
た
が
、
海
軍
通
信

兵
を
志
願
し
た
弟
の
輝
男
の
姿
は
無
か
っ
た
。
昭
和
二
十

年
二
月
十
七
日
、
小
笠
原
古
関
に
お
い
て
潜
水
艦
と
運
命

を
共
に
し
た
と
聞
か
さ
れ
た
。 

 

捕
虜
三
年
の
貴
重
な
体
験 

佐
賀
県 

 

高 

田 

勝 

巳 
 

 

 

早
や
戦
後
六
十
一
年
目
の
冬
が
訪
れ
ま
す
。
冬
を
迎
え

る
夜
に
シ
ベ
リ
ア
で
の
悲
惨
な
思
い
出
が
目
に
浮
び
、
戦

争
の
悲
劇
に
胸
が
痛
み
ま
す
。 

私
は
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
六
月
七
日
、
佐
賀
県
鹿

島
市
大
字
山
浦
の
農
家
の
弟
妹
三
人
の
長
男
と
し
て
生
を

享
け
ま
し
た
。
両
親
を
助
け
、
米
と
麦
の
耕
作
に
従
事
し

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
七
月
七
日
、

支
那
事
変
が
勃
発
し
、
農
村
の
青
壮
年
に
も
赤
紙
の
召
集

令
状
が
き
て
、
働
き
手
が
次
々
と
出
征
し
て
行
き
ま
し
た
。

そ
の
度
に
隣
近
所
の
人
々
は
日
の
丸
の
小
旗
を
持
っ
て
出

征
兵
士
を
送
り
ま
し
た
。
私
も
出
征
兵
士
を
見
る
度
に
早

く
兵
隊
に
な
り
お
国
の
た
め
に
少
し
で
も
役
に
立
ち
た
い

と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。 

昭
和
十
五
年
六
月
中
旬
、
鹿
島
市
の
中
正
閣
で
徴
兵
検




